








<まとめ> 

①新生児 TPN 施行中の血中 TBA は,感染症,腸管通過障害のない症例においてはほとんどが

40μmol/l 以下を推移した。 

②感染症又は腸管通過障害のある症例では高率に TBA の上昇が見られた。これより,新生児

TPN に伴う肝障害の病因として感染症,腸通過障害の関与が大きいと推測された。 

③新生児 TPN 施行中に TBA はビリルビンより高率に上昇し,また,その上昇はビリルビンの

上昇に先行した。これより,血中 TBA は胆汁うっ滞のより鋭敏な指標になり得ることが示さ

れた｡ 

④胆汁酸分画は,胆汁うっ滞の病態解明に有用な手段となり得ることが示唆された。 


